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総
合
計
画
と
は

　

総
合
計
画
は
、
本
町
の
ま
ち
づ

く
り
に
お
い
て
最
上
位
の
計
画
に

位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。
町
が
目
指

す
７
年
後
の
将
来
像
を
掲
げ
、
長

期
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を

明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
町
で
は

こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
ま
ち
づ
く

り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

総
合
計
画
で
は
、
教
育
・
文

化
、
産
業
・
観
光
、
保
健
・
福
祉

な
ど
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し

に
密
接
に
関
わ
る
分
野
の
取
り
組

み
や
、
町
外
に
対
し
て
西
会
津
町

へ
の
関
心
を
促
し
、
将
来
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
取
り

組
み
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
の
構
成

　

総
合
計
画
は
、「
基
本
構
想
」「
基

本
計
画
」「
実
施
計
画
」
の
３
段

階
で
構
成
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
や
期
間
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◎
基
本
構
想

　

町
の
７
年
後
の
将
来
像
と
、
そ

の
実
現
の
た
め
の
基
本
的
な
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性
示
し
た
も
の

◎
基
本
計
画

　

基
本
構
想
に
基
づ
き
、
町
の
将

来
像
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
ま

ち
づ
く
り
の
各
分
野
で
実
施
し
て

い
く
取
り
組
み
を
よ
り
具
体
的
に

定
め
た
計
画
。
前
期
計
画
４
年
、

後
期
計
画
３
年
で
構
成

◎
実
施
計
画

　

基
本
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
ま
ち

づ
く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

個
々
の
事
業
を
具
体
化
す
る
た
め

の
計
画
。
実
施
年
度
や
事
業
内

容
、
事
業
費
を
明
ら
か
に
し
た
も

の
。
３
年
計
画
で
、
毎
年
見
直
し

を
実
施

（
３
㌻
の
図
を
参
照
）

第
４
次
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す！

　

町
で
は
、
平
成
31
年
度
か
ら
平
成
37
年
度
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
指
針
と
な
る
「
第
４

次
西
会
津
町
総
合
計
画
」を
策
定
す
る
た
め
、町
民
の
皆
さ
ん
30
人
に
よ
る「
総
合
計
画
検
討
会
議
」

を
設
置
し
、
昨
年
１
月
か
ら
検
討
作
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

13
回
に
わ
た
る
検
討
会
議
や
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ
の
意
見
公
募
、
さ
ら
に
町
民
懇
談
会
な
ど
を

経
て
、ま
と
ま
っ
た
計
画
原
案
は
、１
月
に
開
か
れ
た
町
議
会
臨
時
会
で
議
決
さ
れ
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
第
４
次
総
合
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

2019 年 2025 年2020 年 2021 年 2022 年 2023 年 2024 年
基本構想（７年間）

前期基本計画（４年間）

実施計画（３年間）

実施計画（３年間）

実施計画（３年間）

実施計画（３年間）

後期基本計画（３年間）

実施計画は、３年間の
計画を毎年見直し

多
様
な
町
民
参
加

に
よ
り
策
定

　

町
で
は
、
町
民
参
加
に
よ
る
検

討
組
織
で
あ
る
「
総
合
計
画
検
討

会
議
」
を
立
ち
上
げ
、
町
職
員
に

よ
る
総
合
計
画
策
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
と
連
携
し
な
が
ら
、
計

画
の
内
容
に
つ
い
て
協
議
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
検
討
会
議
で
の
検
討
に

加
え
、「
女
性
の
視
点
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
意
見
交
換
会
」
の
開
催

や
、
小
学
生
を
対
象
に
「
ま
ち
づ

く
り
作
文
」
を
募
集
し
、
そ
こ
で

出
さ
れ
た
意
見
も
参
考
に
し
な

が
ら
計
画
素
案
を
作
成
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
こ
の
計
画
素
案
に

つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
の
考
え
方
に
即
し
た
「
町
民
懇

談
会
」
の
開
催
や
、「
意
見
公
募
」

の
実
施
に
よ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん

か
ら
広
く
意
見
を
聞
い
て
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
に
基
づ
く
町
民
参
加
の
仕
組

み
に
よ
っ
て
、
多
く
の
町
民
の
皆

さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
な
が
ら
、

約
１
年
間
を
か
け
て
計
画
案
を
作

り
ま
し
た
。
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町の将来像の成り立ち町の将来像の成り立ち
町
の
将
来
像
は
「

町
の
将
来
像
は
「
笑
顔
つ
な
が
り

笑
顔
つ
な
が
り    

夢
ふ
く
ら
む
ま
ち

夢
ふ
く
ら
む
ま
ち    

〜
ず
ー
っ
と

〜
ず
ー
っ
と
、、西
会
津
〜
」

西
会
津
〜
」

第
４
次
総
合
計
画
の
概
要
と
策
定
の
経
過

第
４
次
総
合
計
画
の
概
要
と
策
定
の
経
過

第
４
次
総
合
計
画

策
定
の
経
過

町の将来像の成り立ち町の将来像の成り立ち

町
の
将
来
像

　

新
し
い
計
画
で
は
、
町
の
将
来

像
と
し
て
「
笑
顔
つ
な
が
り　

夢

ふ
く
ら
む
ま
ち
〜
ず
ー
っ
と
、

西
会
津
〜
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
笑

顔
と
夢
が
あ
ふ
れ
、
ず
っ
と
住
み

続
け
た
い
と
思
え
る
町
を
目
指

し
、
ま
ち
づ
く
り
の
各
分
野
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

　

地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
に
取
り

組
み
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み

育
て
ら
れ
る
環
境
の
創
出
を
追
求

す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
達
に
新

し
い
学
び
を
通
し
て
、
未
来
を
生

き
抜
く
力
を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
民
み
ん
な
が
生
涯
を
通
じ
て

学
び
続
け
、
日
常
生
活
の
な
か
で

健

や

か

な

人

を

と
も
に
育
む
ま
ち
づ
く
り

温
故
創
新  

地
産
地
笑
の

ま

ち

づ

く

り

い
き
い
き
健
康
こ
こ
ろ

つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

誰
も
が
こ
こ
ち
よ
く

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
文
化
に
親
し
む

機
会
を
持
ち
、
健
や
か
な
心
と
体

を
育
む
町
を
目
指
し
ま
す
。

　

先
人
が
紡
ぎ
守
っ
て
き
た
歴
史

や
伝
統
、
技
、
生
活
の
営
み
、
豊

か
な
自
然
な
ど
「
コ
コ
ニ
ア
ル

平
成
30
年
１
月

　

総
合
計
画
検
討
会
議
お
よ
び
総

合
計
画
策
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
設
置
。
30
人
の
町
民
で
組
織
す

る
検
討
委
員
と
25
人
の
役
場
職
員

で
組
織
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
が
連
携
し
な
が
ら
総
合
計
画
の

検
討
作
業
を
開
始
。

　   総合計画検討会議　会長

秦  千
ち よ え

代栄さん

↓検討会議フィールドワーク

↑女性の視点からのまちづくり意見交換会

特集  第４次総合計画がスタートします！

平
成 30 年１月から 12 月まで、13 回に及ぶ夜間の検討会議は、

検討委員それぞれに大きな負担と責任があり、今回、計画案が

完成して議会で承認されたことに喜びを感じています。検討

会議では、30 人の検討委員が５つの班に分かれてグループ討議や発表、

全体での質疑検討を重ね、総合計画の策定作業を進めてきました。会議

の中で「町の現状を知りたい」という意見があったことから、7 月には

町内 5 地区の視察を行い、見聞を広げることもできました。

　この度の検討会議に参加し、西会津町の過去から現在までをあらため

て知り、また各委員や町職員の皆さんと知り合い、さまざまな視点から

多くの意見があるということに気付きました。有意義な時間を共有し、

貴重な経験ができたことに感謝の気持ちでいっぱいです。これまでも、

そして、これからも「西会津町を想う」たくさんの人々がいることを知

りました。

“ 笑顔つながり　夢ふくらむまち　～ずーっと、西会津～ ”

　西会津町の可能性を確信しました。

将来像の検討

基本計画の
素案の作成

まちづくりの方向性、
将来デザインの検討

２
月

◎
第
２
回
検
討
会
議

３
月

◎
第
３
回
検
討
会
議

４
月

◎
第
４
回
検
討
会
議

５
月

◎
第
５
回
検
討
会
議

◎
第
６
回
検
討
会
議

６
月

◎
第
７
回
検
討
会
議

７
月

◎
第
８
回
検
討
会
議

◎
小
学
生
ま
ち
づ
く
り
作
文
の
募

集
「
こ
ん
な
町
に
な
っ
た
ら
い

い
な
！
未
来
の
西
会
津
町
」

◎
検
討
会
議
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
実
施
。
地
域
の
資
源
や
実
態

を
確
認
し
な
が
ら

町
内
各
所
を
視
察
。

８
月

◎
第
９
回
検
討
会
議

◎
第
10
回
検
討
会
議

９
月

◎
女
性
の
視
点
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
意
見
交
換
会
実
施
。「
女
性

の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
」「
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」「
子
育

て
・
教
育
」
を
テ
ー
マ
に
22
人

の
女
性
と
町
長
、
副
町
長
、
教

育
長
が
意
見
を
交
換
。

◎
第
11
回
検
討
会
議
（
基
本
計
画

﹇
暫
定
版
﹈の
検
討
、意
見
出
し
）

10
月

◎
第
12
回
検
討
会
議
（
総
合
計
画

全
体
を
通
し
た
検
討
）

◎
町
総
合
政
策
審
議
会
へ
計
画
素

案
を
報
告
。

11
月

◎
町
議
会
に
計
画
素
案
を
報
告
、

意
見
公
募
開
始（
〜
12
月
３
日
）

◎
町
民
懇
談
会
（
野
沢
地
区
、
群

岡
地
区
）

12
月

◎
町
民
懇
談
会
（
尾
野
本
地
区
、

新
郷
地
区
、
奥
川
地
区
）

◎
第
13
回
検
討
会
議
（
総
合
計
画

案
の
最
終
見
直
し
）

平
成
31
年
１
月

◎
町
総
合
政
策
審
議
会
で
原
案
を

審
議
・
答
申

◎
町
議
会
臨
時
会
で
議
決

モ
ノ
」
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
新

た
な
考
え
方
や
手
法
と
融
合
さ
せ

「
フ
ル
ク
テ　

ア
タ
ラ
シ
イ
」
価

値
を
創
出
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
う
し
て
生
ま
れ
た
新
し
い
価

値
や
技
術
を
、農
林
業
や
商
工
業
、

観
光
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
入
れ

な
が
ら
、
地
場
産
業
の
振
興
と
後

継
者
育
成
、起
業
家
育
成
を
進
め
、

ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
が
う
ま
く
循

環
す
る
、
活
気
に
満
ち
た
笑
顔
の

絶
え
な
い
町
を
目
指
し
ま
す
。

　

町
民
み
ん
な
が
自
分
の
健
康
は

自
分
で
守
る
意
識
の
も
と
、
町
民

と
行
政
が
一
丸
と
な
っ
て
健
康
づ

く
り
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
健

康
寿
命
を
延
伸
し
、
心
身
と
も
に

健
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

地
域
の
支
え
合
い
の
な
か
で
、

一
人
ひ
と
り
が
、
そ
の
人
ら
し
く

生
き
が
い
を
持
っ
て
充
実
し
た
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
、
老
い

て
幸
せ
な
町
を
目
指
し
ま
す
。

　

町
民
が
一
体
と
な
っ
て
雪
を
克

服
し
、
自
然
と
共
生
し
な
が
ら
、

災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
交
通
体
系
な

ど
の
整
備
に
よ
り
、
生
涯
に
わ
た

り
快
適
で
便
利
な
暮
ら
し
が
で
き

る
「
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
町
」

を
目
指
し
ま
す
。

　

町
民
が
健
康
で
安
全
安

心
に
暮
ら
し
（
＝
笑
顔
）、

家
族
や
地
域
の
支
え
合
い
の

な
か
で
、
将
来
を
担
う
子
ど

も
達
が
の
び
の
び
と
成
長
す

る（
＝
つ
な
が
り
）町
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
夢
や

希
望
を
持
ち
、
そ
の
実
現
に

向
け
て
挑
戦
し
、
地
域
の
資

源
を
活
か
し
な
が
ら
、
新
た

な
価
値
を
み
ん
な
で
創
造
す

る
活
気
あ
る
（
＝
夢
ふ
く
ら

む
）
町
を
目
指
し
ま
す
。

　

先
人
が
築
い
て
き
た
歴
史

文
化
を
誇
り
に
思
い
、
豊
か

な
自
然
を
大
切
に
し
な
が

ら
、「
ず
っ
と
、
こ
こ
に
住

み
続
け
た
い
」
と
思
え
る
ま

ち
を
次
の
世
代
に
引
き
継
い

で
い
き
ま
す
（
＝
ず
ー
っ
と
、

西
会
津
）。
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４
年
間
で
重
点
的
に
取
り
組
む
10
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

前
期
基
本
計
画
の
重
点
項
目
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘテ

ン

（10）
」

　

屋
内
遊
び
場
や
保
護
者
同
士
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ

る
よ
う
な
場
を
設
置
す
る
な
ど
、

子
育
て
世
帯
の
居
場
所
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

　
「
産
業
（
企
業
）」、「
官
公
庁

（
国
・
地
方
公
共
団
体
）」、「
学
校

（
大
学
・
研
究
機
関
）」、「
民
間
（
地

域
住
民
）」
が
連
携
し
、
人
・
物
・

文
化
・
自
然
な
ど
を
活
か
し
た
教

育
を
進
め
ま
す
。

　

世
界
一
お
い
し
い
米
の
ピ
ー

ア
ー
ル
の
強
化
、
ミ
ネ
ラ
ル
野

菜
・
菌
床
キ
ノ
コ
の
一
大
産
地
化

を
図
り
ま
す
。

　

鳥
獣
被
害
対
策
リ
ー
ダ
ー
を
中

心
に
、
行
政
・
地
域
・
関
係
団
体

が
一
体
と
な
っ
て
、
有
害
鳥
獣
対

策
を
強
力
に
進
め
ま
す
。

　

農
家
や
既
存
商
店
な
ど
の
事

業
・
技
術
の
承
継
、
空
き
家
・
空

き
店
舗
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）
環
境
を
活
用
し
た
創
業
・
起

業
を
支
援
し
、
若
者
の
定
住
を
目

指
し
ま
す
。

　

若
者
向
け
住
宅
整
備
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
子
育
て
世
代
、
シ

ニ
ア
世
代
と
将
来
に
わ
た
っ
て
切

れ
目
な
く
町
内
に
住
め
る
よ
う
、

そ
の
基
盤
と
な
る
住
環
境
整
備
の

検
討
を
進
め
ま
す
。

特集  第４次総合計画がスタートします！

子
育
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り

Ⅰ

小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
施
設
の
整
備

Ⅷ

有
害
鳥
獣
対
策

Ⅳ

若
者
向
け
住
宅
整
備

Ⅵ

生

活

習

慣

病

予

防

対

策

Ⅶ
除
雪
弱
者
対
策

Ⅸ

中

心

エ

リ

ア

整

備

構

想

Ⅹ

継

業
・
創

業
・

起

業

支

援

Ⅴ

産
官
学
民
連
携
教
育

Ⅱ

西
会
津
産
農
林
産
物

ブ

ラ

ン

ド

化

Ⅲ

　

禁
煙
・
減
塩
・
運
動
な
ど
生
活

習
慣
の
見
直
し
や
家
庭
血
圧
測
定

支
援
、各
種
健
（
検
）
診
に
よ
り
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
を
図
る
と
と

も
に
、
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に

努
め
ま
す
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
通
所

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
や
訪
問
（
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
）、
泊
ま
り
（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
）
を
一
体
的
に
提
供
で

き
る
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

　

地
域
で
の
共
助
体
制
の
充
実
と

雪
処
理
支
援
隊
の
拡
充
な
ど
、
高

齢
者
を
は
じ
め
と
し
た
除
雪
弱
者

対
策
を
強
化
し
ま
す
。

　

公
共
施
設
の
集
約
や
歩
い
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
、
商
店
街
の

活
性
化
、
観
光
誘
客
な
ど
総
合
的

な
視
点
か
ら
野
沢
・
尾
野
本
エ
リ

ア
の
将
来
像
に
つ
い
て
、
旧
役
場

庁
舎
の
跡
地
利
用
も
含
め
て
検
討

を
進
め
ま
す
。

　

西
会
津
町
は
平
成
16
年
９
月
に
ほ
か
の
市
町
村
と
は

合
併
し
な
い
「
自
立
宣
言
」
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
20
年
３
月
に
町
の
憲
法
と
い
う
べ
き

「
西
会
津
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
を
制
定
し
、
ま
ち

づ
く
り
の
主
役
で
あ
る
町
民
と
、
町
民
か
ら
ま
ち
づ
く

り
の
仕
事
を
託
さ
れ
た
議
会
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
た

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
な
ど
、
社
会
情
勢

が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

解
決
し
、
町
の
魅
力
を
高
め
て
い
く
に
は
、
行
政
だ
け

町
民
み
ん
な
で
知
恵
と
力
を
出
し
合
い
、

さ
ら
に
魅
力
あ
る
西
会
津
町
に
―
―
。

で
な
く
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
町
内
の
企
業
・
団
体
等
が

一
緒
に
知
恵
と
力
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

総
合
計
画
に
は
、
町
の
将
来
像
で
あ
る
「
笑
顔
つ
な

が
り　

夢
ふ
く
ら
む
ま
ち　

〜
ず
ー
っ
と
、
西
会
津
〜
」

を
実
現
す
る
た
め
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
取
り
組
ん
で

も
ら
い
た
い
こ
と
を
「
ま
ち
づ
く
り
の
分
野
」
ご
と
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
よ
り
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る

西
会
津
町
を
み
ん
な
で
創
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

群岡地区
お試し住宅「Otame」を拠点として、
「西会津暮らし」を始める移住者に
選ばれる魅力ある地域

町の将来
デザイン 奥川地区

高齢者が地域でいきいきと暮らし、豊
かな自然と集落文化を活かして都市住
民との交流が活発に行われている地域

野沢地区
町の中心地としての機能の整備と
歴史文化の活用により、町内外か
ら人が集まり、活動する地域

尾野本地区
教育施設やスポーツ施設が充実し、
子育て世代が住みよく、また、農
業や工業の中心となる地域

新郷地区
豊かな自然と芸術の里として情報を
発信し、都市住民やアーティストが
訪れ、多様な交流が行われる地域
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県
内
で
は
、
昨
年
11
月
に
７
人
が
焼
け
跡
か
ら
発

見
さ
れ
た
小
野
町
で
の
火
災
を
は
じ
め
、
４
人
が
犠

牲
と
な
っ
た
今
年
２
月
の
郡
山
市
で
の
火
災
な
ど
、

近
年
、
多
く
の
犠
牲
を
伴
う
住
宅
火
災
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

町
消
防
団
や
女
性
消
防
隊
、
西
会
津
消
防
署
で
は
、

こ
う
し
た
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、
一
年
間
を
通

し
て
、
広
報
活
動
や
一
般
家
庭
へ
の
防
火
診
断
と
い
っ

た
防
火
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

火
災
予
防
に
は
、
一
人
一
人
が
自
ら
取
り
組
む「
自

助
」
と
、
地
域
で
助
け
合
っ
て
取
り
組
む「
共
助
」
が

特
に
重
要
で
す
。
自
分
や
家
族
の
命
、
そ
し
て
財
産

を
守
る
た
め
に
、
地
域
全
体
で
住
宅
用
火
災
警
報
器

や
消
火
器
な
ど
の
設
置
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

火
災
か
ら
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
―
―

火
災
予
防
、し
て
ま
す
か
？

全
国
の
総
出
火
件
数
は
３
万
９
，３
７
３
件

出
火
原
因
の

第
１
位
は「
た
ば
こ
」、

第
２
位
は「
放
火
」

　

平
成
29
年
の
全
国
の
総
出
火
件

数
は
３
万
９
，
３
７
３
件
で
し

た
。
こ
れ
を
出
火
原
因
別
に
見
る

と
第
１
位
が「
た
ば
こ
」、
第
２
位

が「
放
火
」、
続
い
て「
こ
ん
ろ
」、

「
た
き
火
」、「
放
火
の
疑
い
」
の

順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
放

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の

７
割
以
上
が
高
齢
者

　

住
宅
火
災
は
、
平
成
29
年
は
全

国
で
１
万
１
，
４
０
８
件
発
生

し
、
死
者
数
は
８
８
９
人
に
上
り

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
６
４
６
人

（
72
・
７
㌫
）
は
65
歳
以
上
の
高

齢
者
で
あ
り
、
死
者
数
に
占
め
る

高
齢
者
の
割
合
は
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

死
亡
原
因
を
見
て
み
る
と
、
第

１
位
が「
逃
げ
遅
れ
」
で
、
続
い

て「
着
衣
着
火
」、「
出
火
後
再
侵

入
」、「
そ
の
他
」
の
順
と
な
っ
て

お
り
、
中
で
も「
逃
げ
遅
れ
」
は

４
５
１
人（
50
・
７
㌫
）
と
約
半

数
を
占
め
て
い
ま
す
。

火
」
と「
放
火
の
疑
い
」
を
合
わ

せ
る
と「
た
ば
こ
」
よ
り
も
件
数

が
多
く
な
り
ま
す
。

たばこたばこ
3,712件（9.4㌫）3,712件（9.4㌫）

放火放火
3,528件（9.0㌫）3,528件（9.0㌫）

こんろこんろ
3,032件（7.7㌫）3,032件（7.7㌫）

たき火たき火
2,857件（7.3㌫）2,857件（7.3㌫）

放火の疑い放火の疑い
2,305件（5.9㌫）2,305件（5.9㌫）

火入れ火入れ
1,772件（4.5㌫）1,772件（4.5㌫）

電灯電話等の配線電灯電話等の配線
1,453件（3.7㌫）1,453件（3.7㌫）

1,000人1,000人
914人914人

■■住宅火災における死者数の推移住宅火災における死者数の推移
（放火自殺者等を除く）（放火自殺者等を除く）

■■出火原因全火災39,373件の内訳出火原因全火災39,373件の内訳

66.8㌫66.8㌫
※高齢者（65歳以上）死者数の割合※高齢者（65歳以上）死者数の割合

69.9㌫69.9㌫ 72.7㌫72.7㌫

885人885人 889人889人900人900人

800人800人

700人700人

600人600人

500人500人
平成27年平成27年 平成28年平成28年 平成29年平成29年

その他の原因その他の原因
15,909件（40.3㌫）15,909件（40.3㌫）

不明・調査中不明・調査中
4,805件（12.2㌫）4,805件（12.2㌫）

出出火火原因原因
39,37339,373件件

　毎年、火災が発生しやすい春と秋に全国火災予防運

動を実施し、地域の防火意識の高揚を図っています。

＜火災予防運動期間＞
　春季　３月１日～７日

　秋季　１１月９日～１５日

＜取り組み内容＞
　火災予防パレードや防災行政無線による放送、一般

家庭防火診断を行っています。死者の発生した住宅火

災の主な原因は、「たばこ」、「ストーブ」、「こんろ」です。

これらの火災を起こさないために、全国火災予防運

動では次の「住宅防火  いのちを守る  ７つのポイント」

で重点的に広報活動を行っています。

▶▶▶　　３つの習慣
①寝たばこは、絶対やめる
② ストーブは燃えやすい物から離れた位置で使用する
③ガスこんろ等のそばを離れるときは必ず火を消す
▶▶▶▶　４つの対策
①逃げ遅れを防ぐため、住宅用火災警報器を設置する
② 寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐため、
防炎品を使用する

③ 火災を小さいうちに消すため、住宅用消火器等を設
置する

④ お年寄りや身体の不自由な人を守るため、隣近所の
協力体制を構築する

特集  火災予防、してますか？

写真＝写真＝１月１月2277日日に奥川に奥川・・金蔵寺で行った文化財防火デー合同消防訓練から金蔵寺で行った文化財防火デー合同消防訓練から
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特集  火災予防、してますか？

警
報
が
鳴
っ
た
ら
…

〈
火
災
の
と
き
〉

　

大
声
で
周
り
に
火
災
を
知
ら

せ
、
安
全
な
場
所
で
１
１
９
番
通

報
を
し
ま
し
ょ
う
。
可
能
な
ら
消

火
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

消
火
が
難
し
そ
う
な
場
合
は
、
速

や
か
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
火
災
で
は
な
い
と
き
〉

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
電
池

が
切
れ
そ
う
に
な
っ
た
際
や
故
障

の
際
に
音
や
光
で
知
ら
せ
て
く
れ

効
果
を
分
析
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る
こ
と
で
、
火
災
発
生
時
の
死

亡
リ
ス
ク
が
大
幅
に
減
少
す
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
住
宅
に

は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
住

宅
用
火
災
警
報
器
は
、
住
宅
火
災

の
損
害
を
減
ら
す
た
め
に
有
効
な

住
宅
用
火
災
警
報
器
で

死
傷
者
数
が
減
少

　

消
防
庁
で
は
、
平
成
27
年
か
ら

平
成
29
年
ま
で
の
３
年
間
に
お
け

る
住
宅
火
災
の
う
ち
、
原
因
が

「
放
火
」
ま
た
は「
放
火
の
疑
い
」

を
除
く
も
の
に
つ
い
て
、
火
災
報

告
を
基
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

機
器
で
す
が
、
適
切
な
場
所
に
設

置
し
な
い
と
火
災
の
発
見
が
遅
れ

た
り
、
安
全
に
避
難
で
き
な
く
な

る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
条
例
で
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
場
所

に
取
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

条
例
で
定
め
ら
れ
た

設
置
場
所

　

喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏
組

合
火
災
予
防
条
例
で
は
、
次
の
場

所
へ
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

①
寝
室
と
し
て
使
用
す
る
部
屋

②
２
階
建
て
住
宅
の
階
段
の
上
部

（
２
階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
）

※
台
所
に
つ
い
て
は
、
条
例
で
の

設
置
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

火
気
を
使
用
す
る
た
め
設
置
を

推
奨
し
て
い
ま
す
。

◎
条
例
に
適
合
し
た
設
置
率

　

全　

国

66
・
５
㌫

　

福
島
県

55
・
７
㌫

喜
多
方
消
防
本
部
管
内
45
・
０
㌫

（
平
成
30
年
６
月
１
日
時
点
）

る
機
種
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
火
災
以
外
の
湯
気
や
煙

な
ど
を
感
知
し
て
警
報
が
鳴
っ

た
時
は「
警
報
停
止
ボ
タ
ン
を
押

す
」「
ひ
も
が
つ
い
て
い
る
タ
イ

プ
の
も
の
は
ひ
も
を
引
く
」
も
し

く
は「
室
内
の
換
気
を
す
る
」
と

警
報
音
が
止
ま
り
通
常
の
状
態
に

戻
り
ま
す
。

〈
奏
功
事
例
〉

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
鳴
動
し

た
こ
と
で
、「
早
期
に
火
災
を
発

見
し
、
消
火
す
る
こ
と
が
で
き

設
置
し
て
い
ま
す
か
？

設
置
し
て
い
ま
す
か
？ 

住
宅
用
火
災
警
報
器

住
宅
用
火
災
警
報
器

た
」
ま
た
は「
安
全
に
避
難
す
る

こ
と
が
で
き
た
」
と
い
っ
た
奏
功

事
例
が
毎
年
数
多
く
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
喜
多
方
消
防
本
部
管
内

で
も
、「
早
朝
、
住
宅
用
警
報
器

が
鳴
動
し
た
た
め
廊
下
に
出
る

と
、
煙
が
立
ち
込
め
て
い
た
。
火

事
だ
と
気
付
き
す
ぐ
に
玄
関
か
ら

避
難
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い

う
奏
功
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

連
動
型
の

警
報
器
を
推
奨

　

連
動
型
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
す
れ
ば
、
警
報
器
が
火
災
に

よ
る
煙
・
熱
を
感
知
し
た
場
合
に

住
宅
内
の
す
べ
て
の
警
報
器
が
鳴

動
す
る
た
め
、
住
宅
の
ど
こ
に
い

て
も
逃
げ
遅
れ
等
を
防
ぐ
こ
と
が

出
来
ま
す
。

交
換
・
点
検
時
期

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
交
換
寿

命
は
約
10
年
で
す
。
こ
れ
は
電
池

の
交
換
で
は
な
く
、
本
体
内
部
の

電
子
部
品
が
劣
化
し
て
火
災
を
感

知
し
な
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
た
め
、
本
体
の
交
換
を
推
奨
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
点
検
は
毎
年

２
回
以
上
行
い
、
正
し
く
動
作
す

る
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

共
同
で
購
入
す
る

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
共
同
購

入
す
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。
自
主
防
災
組
織

や
自
治
区
な
ど
で
取
り
ま
と
め
、

共
同
購
入
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

〈
共
同
購
入
の
メ
リ
ッ
ト
〉

①
購
入
の
手
間
が
軽
減
さ
れ
る

②
高
齢
者
世
帯
へ
の
取
り
付
け
支

援
な
ど
、
購
入
後
の
設
置
も
近

所
同
士
で
協
力
で
き
る

③
同
じ
警
報
音
を
発
す
る
警
報
器

を
設
置
す
る
こ
と
で
、
火
災
の

際
に
近
所
の
人
が
気
付
き
や
す

く
な
る

④
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
近
所
同
士
で

協
力
で
き
る

⑤
交
換
時
期
が
近
所
同
士
で
同
時

期
に
な
る
た
め
、
交
換
も
ス

ム
ー
ズ
に
実
施
で
き
る

⑥
ま
と
め
て
購
入
す
る
こ
と
で
、

価
格
交
渉
次
第
で
安
く
な
る

⑦
共
同
で
購
入
す
れ
ば
、
悪
質
販

売
の
被
害
も
防
止
で
き
る

　死者数、焼損床面積、損

害額を見ると、住宅用火災

警報器を設置している場合

は、設置していない場合と

比べ、死者の発生は４割減、

焼損床面積と損害額はおお

むね半減となっています。

住宅火災 100件
当たりの死者数

INTERVIEW

喜多方地方広域市町村圏組合

西会津消防署

田代  治
なお

弘
ひろ

署長

火災１件当たりの
損害額

火災１件当たりの
焼損床面積

12人12人 11.4人

315.8万円

60.3平米60.3平米
400万円400万円60平米60平米

9人9人

300万円300万円45平米45平米

6人6人

200万円200万円30平米30平米

3人3人

100万円100万円15平米15平米

0人0人
設置なし設置なし

設置なし設置なし設置なし設置なし

ありあり

ありありありあり
0万円0万円0平米0平米

6.5人6.5人

167.4万円167.4万円

0.53倍倍

0.57倍倍

0.47倍倍

29.1平米29.1平米

人人人人人人人人人4人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人

万万万万円円8万8万万8万万万万万万万万万万万万万万8万万万万万万万万円円円円円円

近

火災はいつ、どのような原因で
発生するか分かりません。
「住宅用火災警報器」で備えましょう。

年の災害状況を顧みますと、147 棟が焼損した新
潟県糸魚川市の大火災や、昨年６～７月にかけて西
日本を中心に広い範囲で発生した集中豪雨など、全

国各地で甚大な災害が発生しています。
　町内では、幸いにも大規模な災害は発生していませんが、
自然災害の猛威を再認識したところであり、あらためて災害
対応力の向上を図る重要性を強く感じています。
　町内では昨年３件の火災が発生しました。しかし、住宅火災
は発生しておらず、また、火災による死傷者も平成23年２月
から８年間「ゼロ」であり、尊い命が失われることなく安堵し
ているところです。これもひとえに町民の皆さんの防火意識の
高揚のたまものであり、今後もご協力をお願いします。
　しかし、火災はいつ、どのような原因で発生するか分かり
ません。特に就寝中は火災の発生に気付くのが遅れがちです
ので、火災を早期に発見し、命を守るためには「住宅用火災
警報器」の設置が重要な鍵を握っています。
　寒さが峠を越え、これから火の取り扱いに対する注意が緩
みがちになります。西会津消防署では、町民の皆さんの安心・
安全な暮らしを守るため、署員一同、心を一つに取り組んで
いきますので、皆さんも「火の用心」をお願いします。

住宅用火災警報器の点検
（写真提供：西会津消防署）
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自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
るる！！

INTERVIEW INTERVIEW

　西会津町消防団　第３分団

佐藤  健
けん

吾
ご

団員

　西会津町消防団

長谷川  克
かつ

美
み

団長

学 私

本気で取り組んだ練習が地域を守ることに
つながると気付き、意識が変わった

大変な部分がある反面、地域の人と親睦を
深めることができる交流の場でもあります

生のころから地域の行事によく参加していたので、先輩団
員に声を掛けられ、就職してすぐ消防団に入団しました。
正直なところ、当初は活動に対する意欲が高い方ではなかっ

が入団したのは昭和 47 年、高校を卒業した２年後でした。
仕事から帰ると玄関に消防ハッピが置いてあり、それが「次
はお前の番だ」という合図でした。昔は「消防団に入らな

たのですが、消防操法大会に参加したことで意識が変わりました。
大会に向けた練習はスポーツのようで新鮮でしたし、やるからには
勝ちたいと思い、いつの間にか本気で取り組んでいました。しかし、
意識を変えたのは大会出場ではありません。「本気で取り組んだ練習
が地域を守ることにつながる」と気付いたことが私にとって大きな
収穫でした。消防団は「地域のヒーロー」です。声を掛けられたら、
断る理由を探すのではなく、まずは一度入団してみてください。声
を掛けられたということは、必要な人材だということなんですから。

いと一人前ではない」という風潮があり、希望者も多かったので、
入団したからには地域の安心・安全をしっかり守らなければと強く
思ったのを覚えています。
　消防団は、「自分たちの地域は自分たちで守る」という考えの下、
火災・災害時の出動や有事に備えた訓練といった大変な部分がある
反面、地域の人と親睦を深めることができる交流の場でもありま
す。ここで築いた絆は、消防団活動以外の場面でも生かせる自分の
財産となります。若い人にはぜひ入団してほしいですね。

西
会
津
町
消
防
団

　

町
消
防
団
は
、
昭
和
29
年
７
月

１
日
の
町
政
施
行
と
と
も
に
町
内

５
地
区
の
各
消
防
団
が
統
合
し
て

発
足
し
、
今
年
で
結
成
65
周
年
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、
火
災
や
水

害
等
に
対
処
す
る
た
め
、「
自
分

た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
精
神
に
基
づ
き
、
多

く
の
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
消
防

団
員
と
し
て
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
の
少
子
高
齢
化

や
社
会
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
団

員
数
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
一
方
で
、東
日
本
大
震
災
や
、

記
憶
に
新
し
い
平
成
30
年
西
日
本

豪
雨
へ
の
対
応
な
ど
、
消
防
団
活

動
は
多
様
化
し
て
お
り
、
そ
の
存

在
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

消
防
団
員
の
活
動

　

消
防
団
員
の
活
動
は
、
火
災
発

生
時
の
消
火
活
動
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
火
災
を
起
こ
さ
な
い
た

め
の
予
防
消
防
活
動
を
は
じ
め
、

有
事
の
際
に
備
え
た
模
擬
火
災
訓

練
や
総
合
防
災
訓
練
、
消
防
用
資

機
材
等
の
点
検
、
ま
た
、
捜
索
活

動
や
地
区
で
実
施
す
る
消
火
訓
練

の
指
導
な
ど
も
行
う
ほ
か
、
災
害

発
生
時
に
は
、
避
難
誘
導
や
安
否

確
認
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

火
災
や
災
害
か
ら
人
命
・
住
家

等
の
財
産
を
守
る
た
め
、
昼
夜
を

問
わ
ず
地
域
に
密
着
し
て
活
動
し

特集  火災予防、してますか？

て
い
ま
す
。

〈
消
防
行
事
〉

　

消
防
団
で
は
、
１
年
間
を
通
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。

◎
春
季
・
秋
季
消
防
検
閲

◎
総
合
防
災
訓
練

◎
消
防
出
初
式

◎
火
災
予
防
活
動（
夜
警
等
）

※
こ
の
ほ
か
、
火
災
や
災
害
に
対
処

す
る
た
め
の
消
防
操
法
訓
練
や

水
防
訓
練
等
を
行
い
ま
す
。平成 29年度の福島県消防協会

喜多方支部消防操法大会から

消
防
団
員
を
募
集

消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま

し
て
い
ま
すす！！

消
防
団
員
に
な
る
に
は

　

消
防
団
員
は
、
町
内
に
居
住
す

る
18
歳
以
上
の
人
で
あ
れ
ば
誰
で

も
入
団
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

町
内
５
地
区（
野
沢
・
尾
野
本
・
群

岡
・
新
郷
・
奥
川
）
の
分
団
に
所

属
し
、
ハ
ッ
ピ
や
活
動
服
等
の
被

服
は
町
か
ら
貸
与
し
ま
す
。
火
災

や
災
害
が
発
生
し
た
際
に
敏
活
適

正
な
行
動
を
取
る
た
め
、
分
団
長

や
部
長
、
班
長
と
い
っ
た
階
級
を

決
め
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〈
消
防
団
員
の
報
酬
と
手
当
等
〉

　

消
防
団
員
に
は
条
例
で
定
め
ら

れ
た
報
酬
が
支
給
さ
れ
、
５
年
以

上
団
員
と
し
て
活
動
し
た
場
合
に

は
退
職
金
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
訓
練
な
ど
に
出
動
す
る

と
出
動
手
当
が
支
給
さ
れ
る
ほ

か
、
消
防
団
活
動
は
公
務
災
害
補

償
の
対
象
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

災
害
時
な
ど
の
活
動
中
に
受
け
た

損
害
は
補
償
さ
れ
ま
す
。

女
性
消
防
隊
と

消
防
支
援
隊
も
募
集
中！

　

消
防
団
の
ほ
か
、
火
災
予
防
や

応
急
手
当
、
炊
き
出
し
等
を
行
う

「
女
性
消
防
隊
」
と
、
初
期
消
火

活
動
や
消
防
団
・
消
防
署
の
後
方

支
援
を
行
う「
消
防
支
援
隊
」
で

も
隊
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
と
連
携
し
な
が
ら
、
仲

間
と
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
民
税
務
課
町
民
生
活
係

　

☎
45
―
２
２
１
５

　

昔
は
、
お
父
さ
ん
や
隣
り
の
お
じ
さ
ん
た
ち
が
地
域
を
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
度
は
自
分
た
ち

が
家
族
や
地
域
を
守
る
番
で
す
。
消
防
団
は
、
一
人
で
の
活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
先
輩
や
後
輩
、

仲
間
が
い
ま
す
。
消
防
活
動
を
通
し
て
地
域
の
輪
が
広
が
り
、
強
い
絆
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

消
防
団
に
は
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。
入
団
を
希
望
す
る
場
合
は
、
お
近
く
の
消
防

団
員
か
町
役
場
町
民
税
務
課
ま
で
お
気
軽
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。
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恒
例
の
西
会
津
雪
国
ま
つ
り
が

２
月
９
日
、
10
日
に
開
か
れ
、
会

場
の
さ
ゆ
り
公
園
は
今
年
も
町
内

外
か
ら
訪
れ
た
大
勢
の
家
族
連
れ

な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

９
日
は
午
後
３
時
か
ら
の
開
場

で
、
福
島
ゆ
か
り
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
な
ど
に
よ
る
音
楽
ラ
イ
ブ
「
ホ

ワ
イ
ト
ス
テ
ー
ジ
」
や
新
イ
ベ
ン

ト
の
「
雪
国
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
」
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

ト
ー
チ
作
り
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
歳

の
神
、
雪
上
花
火
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
雪
国
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

は
、
西
会
津
中
３
年
生
の
発
案
を

町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
山
口

佳
織
隊
員
が
形
に
し
た
イ
ベ
ン
ト

で
、
東
京
都
の
会
社
員
・
神
田
大

樹
さ
ん
と
妻
の
紗
季
さ
ん
が
雪
で

作
ら
れ
た
チ
ャ
ペ
ル
の
前
で
永
遠

の
愛
を
誓
い
ま
し
た
。

　

雪
国
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
と
な
る

10
日
は
、
午
前
９
時
30
分
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
皮
切
り

に
、
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー
丞
神
デ

ナ
ー
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
!!
や
、
西
会
津
発

の
ジ
ョ
セ
サ
サ
イ
ズ
の
普
及
を
目

指
す
「
レ
ッ
ツ
ジ
ョ
セ
サ
サ
イ

ズ
」、
そ
し
て
今
年
で
27
回
目
と

な
る
「
桐
ゲ
タ
飛
ば
し
全
国
大

会
」
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
、
町
の
特
産

品
が
ド
ッ
サ
リ
入
っ
た
つ
ゆ
餅
が

振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
町
内
菓
子

店
の
ス
イ
ー
ツ
が
味
わ
え
る
「
至

福
の
ス
イ
ー
ツ
マ
ウ
ン
テ
ン
」

や
、
町
商
工
会
青
年
部
の
皆
さ
ん

に
よ
る
こ
だ
わ
り
の
西
会
津
み
そ

ラ
ー
メ
ン
な
ど
も
人
気
を
集
め
ま

し
た
。

　

雪
国
ま
つ
り
の
最
後
に
は
、
西

会
津
産
米
や
商
品
券
、
ミ
ネ
ラ
ル

野
菜
な
ど
の
豪
華
賞
品
が
当
た
る

フ
ィ
ナ
ー
レ
イ
ベ
ン
ト
「
み
か
ん

で
Ｇ
Ｏ
！
」
が
行
わ
れ
、
プ
レ
ゼ

見
る
・
る
・
作
る
・
る
・

遊
ぶ
・
ぶ
・
食
べ
る
べ
る

全
部
楽

全
部
楽
し
い
し
い 

雪
国
雪
国
ま
つ
り

ま
つ
り

ン
タ
ー
が
抽
選
箱
か
ら
ボ
ー
ル
を

引
く
た
び
に
会
場
が
歓
声
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
雪
が
少
な
く
名
物
の

ジ
ャ
ン
ボ
雪
だ
る
ま
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
会
場

の
入
り
口
に
は
来
場
者
を
歓
迎
す

る
大
き
な
雪
灯
籠
が
設
置
さ
れ
、

さ
ゆ
り
公
園
の
ジ
ャ
ン
ボ
滑
り
台

を
活
用
し
た
雪
の
す
べ
り
台
周
辺

で
は
子
ど
も
た
ち
が
元
気
い
っ
ぱ

い
に
走
り
回
り
、
思
い
切
り
雪
遊

び
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、

見
て
、
作
っ
て
、
遊
ん
で
、
食
べ

て
、
今
年
も
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
め
る
雪
国
ま
つ
り
と
な
り

ま
し
た
。
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第 29 回西会津第 29 回西会津

雪国まつり雪国まつり

今までにない今までにない

雪楽・交流・伝承雪楽・交流・伝承



Nishiaizu　2019・３ │ 1617 │ Nishiaizu　2019・３

目指せ日本新記録！
桐ゲタ飛ばし全国大会で熱戦
メインイベントの桐ゲタ飛ばし全国大会には、５部門に

計 98 人が出場！日本記録目指して桐ゲタをけり飛ばし

ました。【各部門優勝者】小学生男子の部＝塚原大
つば さ

翔さ

ん（上野尻）、小学生女子の部＝星心
み つ き

月希さん（４町内）、

中学生男子の部＝山内耕
こう

太
た

さん（２町内）、一般女子の

部＝吉野早
さ

知
ち

子
こ

さん（福島市）、一般男子の部＝吉野浩
ひろ

規
のり

さん（福島市）

餅つき体験とにしあいづドッサリ
つゆ餅の振る舞い
西会津町の特産品がドッサリ入ったつゆ餅

の振る舞いに大勢の人が列を作りました。

スウェーデントーチ作り体験
「きこりのろうそく」ともいわれるスウェーデントーチ。皆さ

んは、ノコギリやミノを使って一心不乱に作っていました。

雪国西会津を音楽とともに全力で楽しむ

熱く盛り上がったホワイトステージ
福島ゆかりのアーティストの皆さんが熱唱！

出演者も来場者もリズムに乗って真冬のライブス

テージを楽しみました。

【出演アーティスト】高橋飛夢／三星章紘／ケ
ンネル青木／そんくん／大竹涼華／渡辺俊美 ＆  

THE  ZOOT16 ／ミドリのマル

L
レ ッ ツ

et's ジョセササイズ
西会津発祥の「ジョセササイズ」の普及を目

的としたトークイベント。日本ジョセササイ

ズ協会の鈴木孝之会長（磐梯町）らが軽快な

トークを繰り広げ、最後はじゃんけん大会で

オリジナルパーカーをプレゼントしました。

フィナーレイベント「みかんでＧＯ！」
配られたミカンに書いてある番号で抽選。

１等の西会津一うまい米１俵は齋藤衛さん

に（写真左から２番目）。

雪のチャペルで愛を誓う雪国ウエディング
雪が舞う中行われた雪国ウエディング。大勢の人に祝福され

ながら、２人は雪のチャペルで永遠の愛を誓いました。

左の写真手前の女の子はヴェールガールを

務めた矢部日
ひ

鞠
まり

ちゃん（中ノ沢）。

伝統行事・歳の神
今年も寺前自然塾の皆さんの協力により歳

の神が行われました。横浜市鶴見区からツ

アーで訪れた皆さんも大興奮！

威勢のよい鏡開きで雪国まつりが開幕
ふるさと振興推進委員会委員長の薄町長と来賓の皆さんが威

勢よく鏡開きを行い、雪国まつりが開幕。鏡開きの酒は来場

した皆さんに振る舞われました。

丞神デナーも

来場者をおも

てなし！

２２
日日
間間
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西会津町出身のタレン

トおくりびと青木さん

がイベントを盛り上げ

てくれました！

冬冬
の
楽楽
し
さ
、

 
とと
びび
だだ
すした！



　先人が遺した貴重な財産を火災から守るとともに、
迅速かつ的確な消防技術の習得を図るため、１月 27
日に極入・金蔵寺で文化財防火デー合同消防訓練が行
われました。当日は、金蔵寺の庫

く り

裏から出火した火災
が強風にあおられ本堂への延焼が危ぶまれ始めたとい
う想定の下、重要物件搬出訓練や応急手当訓練、初期
消火訓練などが行われ、約 80 人が参加しました。

文化財防火デー合同消防訓練

貴重な文化財を火災から守る
　沖縄県大宜味村児童生徒との冬季交流
事業が２月８日から 10 日にかけて行わ
れ、西会津町と大宜味村の交流団の皆さ
んが夏季交流以来およそ半年ぶりに再会
しました。児童生徒の皆さんはホームス
テイ家庭でそれぞれ交流し、絆を深め
たほか、10 日には大宜味村の児童生徒
の皆さんが雪国まつりで沖縄の郷土芸能
「エイサー」を披露し、オープニングセ
レモニーに花を添えました。
　お別れ式では、西会津町の交流団を代
表して橋谷田真緒さんが「また一緒に過
ごすことができてうれしかったです。こ
の出会いを大切にしていきたい」と話
し、大宜味村からは金城英城さんが「一
面銀世界の中で過ごすことができ、本当
に貴重な３日間でした」と交流を振り返
りました。

　２月２日から 3日にかけて、西会津国
際芸術村でフィンランド式テントサウナ
を体験するイベントが開かれました。フィ
ンランドではサウナで体を温めた後、凍っ
た湖に飛び込み体を冷やす「温冷交代浴」
を行うことから、今回の体験では参加者
が雪の上にダイブしてほてった体を冷や
しました。参加者からは「テントサウナ
から雪にダイブする経験は全国的に見て
もとても貴重。今後も西会津町で体験で
きるようにしてほしい」といった声も。
　この企画は、先月の講演会とともに町
地域おこし協力隊の佐々木祐子隊員が企
画したもので、佐々木隊員は「テントサ
ウナが町の新たな観光資源になれば」と
話しました。

沖縄県大宜味村児童生徒との冬季交流事業

ホームステイで絆深める

　１月 27 日、さゆり公園体育館でウォーキングサッ
カー教室が初めて開かれました。ウォーキングサッ
カーは歩いて行うサッカーで、年齢や性別、経験を問
わずに安心して取り組めます。また、走ってボールを
追いかけることができない通常のサッカーとのギャッ
プが笑顔を生みます。当日は約 20 人が参加し、交流
を深めながら冬場の運動不足解消を図りました。

走らない、歩くサッカーで笑顔が生まれる

ウォーキングサッカー教室初開催

　旧暦の大晦日にあたる２月４日から旧正月の２月５
日にかけて、大山祇神社で二年参りが行われました。
旧暦の大晦日、午後9時を回ると徐々に参拝客が増え、
午前０時の一番太鼓を合図に新年のご祈祷が執り行わ
れました。神社周辺では、今年も中野区むらおこし実
行委員会の皆さんによる歳の神やそばの振る舞いなど
が行われ、大勢の人でにぎわいました。

中野区むらおこし実行委員会の皆さんが参拝者をおもてなし

旧正月の二年参りにぎわう

　２月 15 日、若者まちづくりプロジェクト主催の「お
招きしたい！」トークセッションの第２回が交流物産
館よりっせで開かれました。今回は、タイ王国在住で
台所研究家の中村優さんをお招きし、「ばあちゃんの、
あそび心の見つけ方」をテーマに、中村さんが取り組
む「ばあちゃんのレシピ」プロジェクトを事例にとっ
てワークショップやトークセッションを行いました。

西会津若者まちづくりプロジェクト

「お招きしたい！」トークセッション

↑２日目にはジョセササイズを体験↑トークセッション後の記念撮影。前列中央が講師の中村さん

↑雪国まつりで「エイサー」を披露

↑今回のイベントを企画した佐々木隊員

↑スノーモービルも体験しました

↓みんなで雪にダイブ！

↓みんなで記念撮影。雪国で子どもも大人も交流を深めました

雪国でのサウナの可能性を探る②

フィンランド式
 テントサウナを体験！
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お知らせ
INFOMATION

INFOMATION

西高魅力発信隊の活動などが高く評価

西会津高がキャリア教育文部科学大臣表彰受賞西会津高がキャリア教育文部科学大臣表彰受賞

写真＝右上が西会津小、右下
が西会津中、左下がこゆりこ
ども園に設置したおひなさま

　１月 22 日、西会津高の吉井秀樹校長と西高魅力発信隊の皆さん

が町役場を訪れ、「第 12 回キャリア教育優良教育委員会、学校及

びＰＴＡ団体等文部科学大臣表彰」の受賞を薄友喜町長に報告しま

した。今回の受賞は、車麩ラスクの商品開発など、西高魅力発信隊

の取り組みが評価されたもので、部長の齋藤月菜さんは「これから

も町を発信できるような活動を続けていきたい」と話しました。

　町では、川口良平さん（９町内１）と株式会社一休

さん大黒堂から「おひなさま」を寄贈いただきました。

川口さんから寄贈いただいたおひなさまは西会津小と

西会津中に、株式会社一休さん大黒堂から寄贈いただ

いたおひなさまはこゆりこども園に設置しました。由

来などを伝えながら、子どもたちが伝統行事を身近に

感じられるよう、毎年大切に飾らせていただきます。

町長コラム その５
　２月 16 日に横浜市内で行われた川崎自動車工業株

式会社創業 80 周年記念祝賀会に出席してきた。出席

者は約２００人で、福島工場からは 90 人が出席した。

来賓は取引銀行や企業関係者で、自治体からの出席は

西会津町だけであった。

　祝賀会は社長のあいさつから始まり、祝辞、祝宴と

続き、祝宴では乾杯の発声を依頼されていたので、日

頃の町振興に感謝と御礼の意を表してきた。

　川崎自動車工業と西会津町の関係を調べてみた。町

では、昭和 46 年に過疎と出稼ぎを防ぎ、町の繁栄を

図るため、誘致企業の第１号として川崎自動車工業を

誘致した。今年で 48 年になる。今では町内の数ある

企業の中で最大規模の企業として町の産業経済の振興

に多大な貢献をされており、あらためて敬意と感謝の

気持ちである。

　一昨年、本社を訪問したときに、社長から工場誘致

に関する裏話を伺った。当時、工場進出は東北地方の

別の場所を予定しており、西会津町への考えはなかっ

たそうである。しかし、当時の山口博也町長の熱意に

より、本町への立地となったそうである。

　今、少子高齢化による人口減少で、人材の確保が大

きな課題となっているが、会社はタイや中国、アメリ

カに工場を進出しているとのこと。こうした状況の中

で、福島工場に今後も継続して存続していただけるよ

う、必要な対策を講じていかなければと強く感じてき

た。平成 31 年度に若者定住住宅の整備をはじめ、各

種の環境を整備し、定住人口の拡大を図っていかなけ

れば……、と帰りの新幹線で思いを巡らせているうち

に郡山に着いた。
西会津町長

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
楽

し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
継
続

し
て
も
ら
う
た
め
「
健
康
ポ
イ
ン

ト
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
１
カ
月
間
記
録
済
み
で

１
０
０
ポ
イ
ン
ト
以
上
貯
ま
っ
て

い
る
手
帳
を
対
象
に
、
健
康
グ
ッ

ズ
が
当
た
る
「
ダ
ブ
ル
チ
ャ
ン
ス

抽
選
会
」
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

２
月
分
ま
で
の
記
録
済
み
の
手
帳

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ダ
ブ
ル
チ
ャ
ン
ス
抽
選
会
で
ポ

イ
ン
ト
が
減
る
こ
と
は
あ
り
ま

◆
町
議
会
定
例
会

◎
３
月
上
旬　

開
会
予
定

　

生
放
送　

午
前
10
時
〜

　

再
放
送　

午
後
６
時
〜

※
放
送
時
間
は
変
更
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

◆
小
・
中
学
校
の
卒
業
式
生
中
継

◎
西
会
津
中

　

３
月
13
日
（
水
）

◎
西
会
津
小

　

３
月
22
日
（
金
）

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

（
一
社
）西
会
津
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

　

☎
45
―
４
４
６
１

　

生
涯
学
習
発

表
会
実
行
委
員

会
で
は
、
日
頃

の
活
動
の
成
果

発
表
と
し
て
生

涯
学
習
発
表
会

　

４
月
１
日
か
ら
町
の
公
金
の
収

納
、
支
払
い
を
取
り
扱
う
指
定
金

融
機
関
が
「
会
津
信
用
金
庫
」
か

ら
「
会
津
よ
つ
ば
農
業
協
同
組

合
」
に
変
わ
り
ま
す
。

（
芸
能
・
文
化
部
門
）
を
開
催
し

ま
す
。
入
場
料
は
無
料
で
、
ど
な

た
で
も
観
覧
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

３
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

◆
会
場

　

町
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
公
民
館　

☎
45
―
３
２
４
４

　

会
津
信
用
金
庫
は
、
会
津
商
工

信
用
組
合
、
東
邦
銀
行
と
と
も
に

収
納
代
理
金
融
機
関
と
し
て
公
金

の
収
納
を
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
指
定
金
融
機
関
の

変
更
に
よ
り
町
民
の
皆
さ
ん
が
行

う
手
続
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
ま

で
ど
お
り
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

出
納
室　

☎
45
―
２
２
１
７

　

平
成
30
年
分
の
所
得
税
等
の
申

告
・
納
付
期
限
は
次
の
と
お
り
で

す
。
納
付
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の

金
融
機
関
等
で
納
付
す
る
か
、
振

替
納
税
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

期
限
ま
で
に
納
付
の
な
い
場
合

は
、
納
付
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付

日
ま
で
延
滞
税
が
か
か
り
、
督
促

状
が
発
送
さ
れ
ま
す
。
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

◆
納
期
限

◎
申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別

所
得
税
・
贈
与
税

　

３
月
15
日
（
金
）
ま
で

◎
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税

　

４
月
１
日
（
月
）
ま
で

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

喜
多
方
税
務
署

　

☎
０
２
４
１
―
24
―
５
０
５
０

　

平
成
31
年
度
軽
油
取
引
税
免
税

証
（
農
業
用
）
の
交
付
申
請
を
３

月
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
交
付
を

希
望
す
る
場
合
は
、
農
作
業
を
始

め
る
前
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
す
で
に
販
売
店
な
ど

を
通
じ
て
交
付
申
請
し
た
人
は
手

続
き
不
要
で
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

県
会
津
地
方
振
興
局　

県
税
部

　

課
税
第
二
課

　

☎
０
２
４
２
―
29
―
５
２
６
４

せ
ん
の
で
、
記
録
済
み
の
手
帳

を
お
持
ち
の
場
合
は
ぜ
ひ
応
募

く
だ
さ
い
。

◆
提
出
期
限

　

３
月
８
日
（
金
）
ま
で

※
記
録
期
間
は
平
成
30
年
４
月
１

日
〜
平
成
31
年
２
月
28
日

◆
対
象
者

18
歳
以
上
の
町
民

◆
抽
選
発
表

　

３
月
中
旬
に
抽
選
を
行
い
、
当

選
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま

た
、
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も
当

選
者
を
発
表
し
ま
す

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

健
康
増
進
課　

健
康
支
援
係

　

☎
45
―
４
５
３
２

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

さ
ゆ
り
チ
ャ
ン
ネ
ル

３
月
の
放
送
案
内

健
康
ポ
イ
ン
ト
手
帳

ダ
ブ
ル
チ
ャ
ン
ス

抽
選
会
の
お
知
ら
せ

生
涯
学
習
発
表
会

を
開
催
し
ま
す

町
指
定
金
融
機
関

が
変
わ
り
ま
す

免
税
軽
油
を
使
う

農
家
の
皆
さ
ん
へ

喜
多
方
税
務
署

か
ら
の
お
知
ら
せ

川口良平さん、大黒堂紫雲閣西会津ホールから善意

西会津小・中学校とこども園におひなさま西会津小・中学校とこども園におひなさま
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「いきいきライフ」「チャレンジ食育」に関するお問い合わせは、健康増進課・健康支援係まで（☎ 45-4532）

少
な
い
負
担
で
大
き
な
効
果
！

少
な
い
負
担
で
大
き
な
効
果
！

水
中
運
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

水
中
運
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

  高齢期こそ、  高齢期こそ、
  食事を楽しみましょう！  食事を楽しみましょう！

　

冬
は
家
に
こ
も
り
が
ち
で
、
運
動
不
足
に
な
っ
た
り
、
体
重
が
増
え
て
し
ま
っ

た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

そ
ん
な
皆
さ
ん
に
は
今
回
紹
介
す
る
「
水
中
運
動
」
が
お
ス
ス
メ
で
す
。
仲
間

と
楽
し
く
運
動
で
き
る
「
高
齢
者
水
泳
教
室
」
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

作りやすい分量（カップ４個分）

　ごはん １．５合

　　　　　  米酢 大さじ３

　すし酢　  砂糖 大さじ１

　　　　　  塩 ひとつまみ

　卵 ２個

　油 小さじ２

　塩 少々

　キュウリ １／２本

　桜でんぶ 大さじ２

　大葉 ４枚

　ミニトマト ４個

　刺身やイクラなど お好みで

作 り方
　 ①すし酢を混ぜ合わせ、温かいごは
んに加えて酢飯を準備する

　 ②卵に塩を加えて薄焼き卵を作り、
細切りにして錦糸卵を作る

③キュウリは斜めに薄切りにする
 ④カップの下から３分の１程度まで
酢飯を均等に詰め、その上に桜でん

ぶをのせる

　 ⑤さらに酢飯を詰めて、表面を平ら
にする

　 ⑥大葉、錦糸卵、キュウリ、ミニト
マトを飾りつければ出来上がり！

　元気に高齢期を過ごすには、「健康寿命」を伸ばし、健やかに老

いることが重要です。そのためには、低栄養に気を付け、バラン

スのよい食事を規則正しく取ること、また、社会参加を心掛け、

生活に喜びや張りを持つことが大切です。

　年齢を重ねるにつれて、かむ力や味覚、消化吸収、感覚、運動

機能が低下していきます。食べ物の好みが変わったり、あるいは

少食、下痢、便秘などが起こりがちになったりもします。高齢期

のこうした心と体の特徴を理解し、体の調子に合わせた、栄養的

にも、味付けや見た目にも思いやりのある食生活にしたいですね。

今月のオススメ

内山  豊夏美内山  豊夏美
保健師保健師

水
中
運
動
に
は

魅
力
が
い
っ
ぱ
い
！

　

水
に
は
次
の
４
つ
の
特
性
が
あ

り
、
少
な
い
抵
抗
で
大
き
な
効
果

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
水
圧
が
適
度
な
負
荷
に

　

水
圧
に
よ
り
横
隔
膜
が
引
き
上

げ
ら
れ
呼
吸
機
能
が
向
上
し
ま

す
。
ま
た
、
血
行
が
良
く
な
り
む

く
み
も
取
れ
ま
す
。

②
新
陳
代
謝
が
活
発
に

　

プ
ー
ル
の
水
は
体
温
よ
り
も
低

い
た
め
、
体
温
を
保
と
う
と
多
く

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
産
出
さ
れ
、
新

陳
代
謝
が
活
発
に
な
り
ま
す
。

③
適
度
な
抵
抗

　

水
の
抵
抗
に
よ
り
、
体
を
動
か

低
栄
養
を
予
防
す
る

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
食
生
活
を
生
活
の
リ
ズ
ム
に
乗
せ
よ
う

　

起
床
時
間
な
ど
の
生
活
の
リ
ズ
ム
は
、
人

そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
自
分
の
生
活
に
合
わ
せ
た

食
事
の
リ
ズ
ム
を
つ
く
り
、
食
事
を
抜
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
お
か
ず
か
ら
食
べ
よ
う

　

ご
は
ん
（
主
食
）
か
ら
食
べ
る
と
、
お
か
ず

を
食
べ
る
前
に
お
な
か
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、

栄
養
が
偏
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お

か
ず
を
先
に
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
よ
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う

　
「
空
腹
は
最
高
の
調
味
料
」
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
、
よ
く
体
を
動
か
せ
ば
食
欲
が
増
進

し
ま
す
。
日
常
生
活
の
中
で
も
、
ま
め
に
体

を
動
か
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
お
口
の
健
康
維
持
や
義
歯
の
点
検
を

　

か
む
こ
と
は
、
だ
液
を
分
泌
し
て
口
の
中

を
衛
生
的
に
保
ち
、
免
疫
力
の
向
上
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
し
っ
か
り
か
め
る
よ
う
、
義

歯
の
点
検
や
虫
歯
、
歯
周
病
の
予
防
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

⑤
お
い
し
く
、
楽
し
く
食
事
を
取
ろ
う

　

食
事
の
効
能
は
栄
養
面
だ
け
に
と
ど
ま
り

ま
せ
ん
。
家
族
と
一
緒
に
食
卓
を
囲
ん
だ

り
、
親
し
い
友
人
と
食
事
を
共
に
し
た
り
す

る
こ
と
が
、
毎
日
の
生
活
を
明
る
く
新
鮮
に

す
る
秘
訣
で
す
。

彩りカ
ップず

し
彩りカ

ップず
し

～集おう
  会食の

お供に～

～集おう
  会食の

お供に～

高
齢
者
水
泳
教
室
の

参
加
者
を
募
集
！

　

町
で
は
、
60
歳
以
上
の
人
が
通

年
で
運
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

「
高
齢
者
健
康
水
泳
教
室
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
の
た
め
、
仲
間
と
一
緒
に

楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か
？

教
室
は
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
か
ら

始
め
ま
す
の
で
、
泳
げ
な
く
て
も

安
心
で
す
。

◆
日
時

　

４
月
17
日
〜
２
０
２
０
年
３
月

27
日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日  
（
祝

日
は
除
く
）

◎
午
前
の
部

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

◎
午
後
の
部

　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

※
午
前
の
部
と
午
後
の
部
の
ど
ち
ら

か
一
方
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い

◆
場
所

　

さ
ゆ
り
公
園　

屋
内
プ
ー
ル

◆
対
象
者

60
歳
以
上
の
住
民

◆
参
加
費

　

無
料

◆
そ
の
他

①
持
病
等
が
あ
る
場
合
は
事
前
に

主
治
医
と
相
談
の
上
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い

②
水
着
、
帽
子
、
水
中
眼
鏡
等
は

各
自
で
ご
準
備
く
だ
さ
い

③
老
人
ク
ラ
ブ
で
推
奨
し
て
い

る
「
熟
年
生
活
安
心
保
険
」
な

ど
の
傷
害
保
険
に
加
入
し
て
い

な
い
場
合
は
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全

保
険
に
加
入
を
お
願
い
し
ま
す

（
参
加
申
込
の
際
に
保
険
料
を

お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

〈
保
険
料
〉

64
歳
以
下

１
，
８
５
０
円

65
歳
以
上

１
，
２
０
０
円

◆
申
込
期
限

　

３
月
29
日
（
金
）

◆
申
込
方
法

　

役
場
健
康
増
進
課
、
奥
川
み
ら

い
交
流
館
、
新
郷
連
絡
所
、
さ
ゆ

り
公
園
管
理
棟
に
あ
る
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
健
康
増

進
課
ま
た
は
さ
ゆ
り
公
園
管
理
棟

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
開
講
式

　

４
月
17
日
（
水
）
午
前
10
時
か

ら
さ
ゆ
り
公
園
管
理
棟
・
研
修
室

で
行
い
ま
す
。

お
申
し
込
み

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

食
べ
る
こ
と
は

と
て
も
大
切
な

こ
と
で
す
！

す
と
自
然
と
負
荷
が
か
か
り
、
全

身
の
筋
肉
が
鍛
え
ら
れ
ま
す
。

④
体
の
負
担
を
和
ら
げ
る
浮
力

　

水
中
で
は
浮
力
に
よ
り
体
に
か

か
る
負
担
が
軽
く
な
る
た
め
、
腰

や
膝
に
痛
み
が
あ
る
人
も
楽
に
体

を
動
か
せ
ま
す
。

水
中
運
動
の
効
果

　

４
つ
の
特
性
に
よ
り
、
水
中
運

動
を
継
続
す
る
と
、
次
の
よ
う
な

う
れ
し
い
効
果
が
表
れ
ま
す
。

◎
腰
痛
・
膝
の
痛
み
の
緩
和

◎
脂
肪
が
燃
焼
し
体
重
が
減
る

◎
疲
れ
に
く
く
な
る

◎
高
血
圧
が
改
善
す
る

な
ど

三留  奏
そ

七
な

ちゃん

（下野尻）
白岩  大

や ま と

和くん
（芝草）

加藤  未
み

來
く

ちゃん

（６町内）

すごいな！むし歯のない子
　

１
月
24
日
、
３
歳
児
４
人

を
対
象
に
健
康
診
査
を
行
っ

た
結
果
、
む
し
歯
の
な
い
子

は
３
人
で
し
た
。

齋藤  紀子齋藤  紀子
管理栄養士管理栄養士
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作品名　
　「おじぞう様と七宝まり」

作品紹介
　わらべ・絲の会に入って１年目ですが、先輩方のご

指導とアドバイスのおかげで毎回楽しく参加させてい

ただいています。

　「おじぞう様」は、家族の健康と家内安全を願いなが

ら作りました。

　まだ１年目で作品は少ないのですが、どの作品も一

針一針心を込めて仕上げています。

　出来上がったときのうれしさは格別です。

今月は、齋藤美穂子さん（９町内１）、
 鈴木房さん（１町内）の作品です。

※ それぞれの写真の左半分が齋藤さん、右半分が鈴木

さんの作品です

町民ギャラリー  わらべ・町民ギャラリー  わらべ・絲
いといと

『常設展示室』
原田  マハ［著］
新潮社

『日本国紀』
百田  尚樹［著］
幻冬舎

『ばけばけ』
那須  正幹［著］
ポプラ社

『麒麟児』
沖方  丁［著］
KADOKAWA

『信長もビックリ !? 
科学でツッコむ日本の歴史』

平林  純［著］
集英社

西中図書館  新刊オススメ本西中図書館  新刊オススメ本

生きていて苦しいとき、

絵画によって希望が湧

いたり、人の思いに気

づいたり、自分の間違

いに気づいたり、家族

の絆を取り戻したり…。いろいろな思いを抱えた人

たちが生き方を変える絵画に出会う短編集です。物

語のカギを握る名画を知らなくても、迷いや苦しみ

を乗り越え、前を向いて生きる勇気と笑顔を取り戻

す姿に胸が熱くなります。この物語に出てくる絵画

の画集も一緒に図書館でご覧になっていただけると

より作品を楽しめると思います。

「公民館だより」に関するお問い合わせは、生涯学習課・生涯学習係まで（☎ 45―3244）

本年度に実施した出前講座を紹介

いつでも・どこでも・生涯学習
　町公民館では、出前講座を通して自治区や老人クラブ、趣味のグループなどによる自発的な活動を支

援し、町民の皆さんが生き生きと暮らせる生涯学習の場を提供しています。学習内容の相談も受け付け

ていますので、出前講座を開催したい場合はお気軽に問い合わせください（町公民館 ☎ 45―3244）。

指先を使い脳トレにもなります。バラの花と

箱（物入れ）を作りました。

去年の歴史教室に引き続き、今年は新郷地区

での戊辰戦争について学習しました。

ごみの種類や出し方を学び、施設内を見学し

ました。

座ったままできるので高齢者にもおすすめ。

簡単な運動を取り入れた楽しいヨガです。

室内で気軽に、簡単に楽しく皆でワイワイと

盛り上がれます。

語り継がれている民話・昔話を聞き、西会津

の伝説について学習しました。

折
り
紙
教
室

歴
史
教
室

環
境
セ
ン
タ
ー
山
都
工
場
見
学

笑
い
ヨ
ガ

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

「
ス
カ
ッ
ト
ボ
ウ
ル
」

民
話
教
室

い
い
で
サ
ロ
ン（
奥
川
）

牛
尾
自
治
区（
尾
野
本
）

本
町
老
人
ク
ラ
ブ（
野
沢
）

さ
く
ら
サ
ロ
ン（
新
郷
）

安
座
老
人
ク
ラ
ブ（
野
沢
）

小
杉
山
自
治
区（
尾
野
本
）
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滋賀県出身、40 歳。平成 28 年４

月から芸術×
かける

ものづくり担当の

町地域おこし協力隊員。任期終

了後は町内に自分の工房を持ち、

西会津の木材、古民具、古材を

活用したものづ くりを通して地

域おこし活動に取り組んでいく。

　栃木にいた時、たまたま

知り合った人に譲っていた

だいた車です。

　近々また、みんなで

お酒でも飲みましょう。

楽しみにしています。

◆趣味は？

　ドライブ

◆熱中していることは？

　 サーキット走行、釣り

◆自分を一言で表現すると？

　自由人

◆今後やってみたいことは？

　海外旅行

渡部  央
ひさ

也
や

隊員

齋藤  悠
ゆう

太
た

さん  ［西原］

佐藤  大
だい

貴
き

さん（２月号）

からメッセージ

協力隊リレーコラム

町民バトンタッチ

◆私の夢――

　  　僕は将来、理科や数学の教師になりたいと

思っています。そう思うようになったきっか

けは、２年生の初めに行った職場体験でした。

小学校で先生が勉強を教えながら児童たちを

笑顔にしている姿を見て、僕も勉強を教え、

自分を高めながら人の役にも立てるような職

に就きたいと思いました。

◆努力していること――

　  　授業内でほかの人に勉強を教えるときに

は、どうすれば相手が理解してくれるかを考

えながら教えています。また、会話をすると

きには、積極的に発言するよう心掛け、コミュ

ニケーション能力の向上に努めています。

◆未来の自分に一言――

　  　将来の夢へ向けて勉強に取り組み、人の役

に立つことはできていますか？ 僕はできて

いると信じています。これからも夢に向かっ

て頑張ってください。

　［２年・生徒会副会長 ］

大戸  亮
りょう

さん

聞いて！
　　　　わたしの夢■ まちの人口

　　　　 　２月１日現在    　    （前月比）

人　口　 　６，３４６人　　 （－１２人）

男 　 　３，０６１人　　 （－１０人）

女 　 　３，２８５人　　 （－　２人）

世　帯　 　２，６４９世帯　　 （－　６世帯）

■ご結婚おめでとう

清野　晃輝　　　　下小島

石川　光希　　　　芝草

■お悔やみ申し上げます

荒井　盛國　（90）　克巳　 父 　５町内

薄上　スジ子（83）　文男　 母 　上小島

長谷川　ハル（90） 浅野 ひとみ 母 　軽沢

佐藤　　弘　（78）　賢一　 父 　上野尻

津村　カツ子（87）　 茂 母 　下野尻

佐藤　澄枝　（72）　輝夫　 妹 　白坂

山口　　元　（71）　 豊 兄 　原

武藤　定鬼　（95）　 進 父 　滑沢

長谷川　正嘉（62）　成博　従弟　真ヶ沢

戸籍の窓口   
（１月受け付け分）

始
ま
り
の
終
わ
り

　

今
月
、
終
わ
り
を
迎
え
る
。
３
年
間
続
い
た
西
会
津
で
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
あ
る
。
平
成
28
年
４
月
に
西
会
津
に

降
り
立
ち
、
は
や
３
年
が
経
っ
た
。
何
の
縁
ゆ
か
り
も
な
か
っ
た
土

地
だ
っ
た
が
、
こ
の
３
年
間
で
大
き
な
縁
ゆ
か
り
が
で
き
た
。

　

こ
の
間
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
い
う
職
業
を
通
し
て
た

く
さ
ん
の
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ま
で
自
分
が

や
り
た
か
っ
た
こ
と
を
思
う
存
分
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
た
。
古
民
具
集
め
、
廃
材
集
め
、
木
材
伐
採
、
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
で
の
丸
太
椅
子
制
作
、
廃
材
家
具
制
作
、
空
き
家
改

修
、
結
婚
、
子
育
て
ｅな
ど
な
ど

ｔ
ｃ
…
。
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
一
つ
は
小

さ
な
こ
と
だ
（
中
に
は
大
き
な
こ
と
も
あ
る
）
が
、
こ
れ
ら

は
全
て
自
分
の
夢
に
つ
な
が
る
一
つ
の
要
素
だ
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
い
う
の
は
一
つ
の
き
っ
か
け
に
す

ぎ
な
い
も
の
だ
と
思
う
。
名
目
上
は
『
地
域
を
興お
こ

す
た
め
の

要
員
』、
だ
が
自
分
は
『
地
域
と
つ
な
が
る
た
め
の
要
員
』

だ
と
考
え
て
い
る
。
今
、
大
き
な
つ
な
が
り
を
持
っ
て
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
終
え
る
。
序
章
を
終
え
、
い
よ
い
よ
本
題

に
入
る
の
だ
。
渦
巻
く
西
会
津
の
活
性
化
に
感
謝
を
も
っ
て

ど
っ
ぷ
り
浸つ

か
ろ
う
で
は
な
い
か
！

◆あなたのモットーは？

　人生何とかなる

◆最近感動したことは？

　 Ｄ１ドライバー・野村謙選手

の引退

◆次の方を紹介してください

　Ｔ・Ｉさん（森野）
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　国道 49 号を新潟方面に向かい、車峠トン

ネルをくぐってすぐ国道を降り、川谷集落を

通ってしばらく南下すると、屋敷集落に入り

ます。群岡地区の中でも山間に位置し、古き

素晴らしいものが多く残されている所です。

　伝統芸能では、今は途絶えてしまった「屋

敷万
まん

歳
ざい

」や、西会津小の児童によって継承さ

れている「屋敷人形芝居」が特に有名です。

この人形芝居では、登場する人形を片手だけ

で表現豊かに操ります。正月から３月までと、

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介

にしあいづ物語100選にしあいづ物語100選　  その23その23

伝統芸能・自然・伝説の郷「屋敷地区」

広報にしあいづ №725 平成31年３月号
発行／福島県西会津町 　編集／企画情報課 　TEL 0241-45-2211（代表）
ホームページ　https://www.town.nishiaizu.fukushima.jp/

この広報紙は、環境に優しい
⼤⾖油インキを使⽤しています。

文：佐藤  泰
やすし

さん

屋敷屋敷
西山西山

男滝・女滝男滝・女滝

上野尻駅上野尻駅
車峠トンネル車峠トンネル国道49号国道49号

磐越自動車道磐越自動車道

西小わくわくフェスティバルでの屋敷人形芝居発表

屋敷人形（貫徹和尚の手踊り）

田植えが終わってから７月上旬までの農閑期に各地を巡業して演じ

られていました。冬は主に新潟県新発田市周辺で、夏は県内では福

島市、郡山市、同湖南町、県外では栃木県や千葉県までも赴いて演

じたそうです。このほか、大抵は毎年、個人の祝いや学校、農協、

敬老会などの催し物の後に演じていました。そんな伝統芸能も、世

の中の変化に伴い、やがて行われなくなり、最後の継承者の指導に

よって当時の群岡小学校の児童に引き継がれ、現在に至っています。

　また、清らかな鬼光頭川が流れ、国内でも有名なオパールの産地

今  

月  

の  

表  

紙

　

今
月
の
表
紙
は
、
２
月
９
日
、

10
日
に
開
か
れ
た
西
会
津
雪
国
ま

つ
り
か
ら
。
大
勢
の
子
ど
も
た
ち

が
、
何
回
も
何
回
も
、
思
い
っ
き

り
ジ
ャ
ン
ボ
す
べ
り
台
で
そ
り
す

べ
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
（
14

〜
17
㌻
に
関
連
記
事
）。

編   

集   

後   

記

　

皆
さ
ん
が
い
つ
も
快
く
取
材
に

協
力
し
て
く
だ
さ
る
お
か
げ
で
、

広
報
に
し
あ
い
づ
が
今
年
も
県
広

報
コ
ン
ク
ー
ル
で
佳
作
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
３
年
連
続
の
受
賞
で

す
。
先
日
表
彰
式
に
出
席
し
て
き

た
の
で
す
が
、
入
賞
作
品
の
講
評

の
中
で
も
「
紙
面
に
人
が
登
場
す

る
と
親
し
み
が
持
て
る
し
、
切
り

口
も
増
え
る
の
で
と
て
も
い
い
」

と
い
っ
た
趣
旨
の
お
話
し
が
あ
り

ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
、
市
町
村

の
広
報
紙
は
住
民
の
皆
さ
ん
が
主

役
な
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
次

は
あ
な
た
の
も
と
に
取
材
に
伺
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
と
き
は

ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

皆
さ
ん
に
感
謝
で
す

長
谷
川
祐
一

であったことから、これにちなみ、「まんが日本昔ばなし」で全国

放映された「宝の川」という悲しくも美しい昔話が残されています。

　さらに、近隣の熊沢地区には名瀑「男滝・女滝」があり、今は廃

村となってしまいましたが、西山地区には山の伝承「赤い大蛇」が

残されています。屋敷地区には、こうした素晴らしい伝説と豊かな

自然がちりばめられています。

今  

月 

の  

表  

紙
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